
令和４年度 日本音楽高等学校

入学者選抜試験問題

英 語

実施 令和４年２月１０日（木）（１回目）

注 意 事 項

１ 監督者の合図があるまで問題冊子を開かないでください。

２ 解答用紙は問題冊子の間にはさんであります。

３ 試験時間は５０分です。

４ 解答は、全て解答用紙に記入してください。

５ 問題冊子も回収しますので、コース・受験番号・氏名を記入して

ください。

６ 問題は１から７までで、１ページから４ページに印刷してあります。

７ 設問１はリスニングテストになります。

リスニングテストは、試験の一番初めに実施します。

音楽科 コース 受験番号 氏名
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１ （リスニング問題）放送で流れる英文を聴いて、それに対する応答として最も適当な

ものを次の中から一つ選び記号で答えなさい。英文は、それぞれ２度読まれます。

No.1 ｱ

ｲ

ｳ

No.2 ｱ

ｲ

ｳ

No.3 ｱ

ｲ

ｳ

No.4 ｱ

ｲ

ｳ

No.5 ｱ

ｲ

ｳ

２ 次の文の（ ）内から最も適当なものを選び答えなさい。

(1) Tom and I ( is / are / were ) invited to her party last night.

(2) She gave up ( buy / buying / bought ) a new car.

(3) His sister hasn't finished writing a letter ( already / yet / never ).

(4) I want something cold ( to drink / drinking / drink ) because it is very hot.

(5) She can ski ( well / better / best ) in my family.

(6) Look at the man ( where / who / which ) is throwing a ball.

(7) ( Where / What / Which ) does she play tennis after school?

(8) Hanako saw a girl ( singing / to sing / sang ) in a beautiful voice.
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３ 次の日本語に合う英文になるように（ ）内の語句を並べかえなさい。

ただし、文頭に来るべき語も小文字になっています。

(1) 私と一緒に海岸に行くのはどうでしょうか。

( about / me / the beach / with / how / going / to )?

(2) 彼女にとって英語を話すことは難しい。

( for / English / is / to / difficult / speak / her / it ).

(3) さよならを言わず出て行ってはいけません。

( go / good-bye / without / don't / saying / out ).

(4) この家は２０年前に建てられたものですか。

( was / twenty / ago / this house / built / years )?

(5) ベンチに座っていた老人は口を利かなかった。

( on / the old man / speak / sitting / the bench / didn't ).

(6) 妹は私ほど一生懸命ピアノの練習をしません。

( as / sister / the piano / doesn't / I / my / hard / as / practice ).

(7) 私は今までにこのような面白い演劇を見たことがありません。

( seen / this / an / have / drama / like / interesting / I / never ).

４ 次の英文を日本語に直しなさい。

(1) We were very busy because we had many works to do.

(2) You should stay home until your mother comes home.

(3) She likes to take pictures of the places which she has visited.

(4) Her smile made me very happy when she passed the exam.

(5) Which book are you going to read?

(6) Walking in the morning made me healthy.

(7) Japanese eat more instant noodles than Americans.

５ （ ）内の指示に従って各文を書きかえなさい。

(1) You must do your homework before you watch TV. (反対の意味を持つ文章に）

(2) The girl is going to cook dinner this evening. （疑問文に）

(3) She takes a walk near here every morning. (下線部を yesterday に変えて過去の文章に）

(4) Tom lived in a small village when he was young. （下線部を now に変えて）

(5) She found her book in the kitchen. （下線部を問う疑問文に）

(6) He lost his umbrella and he doesn't have it now. （同じ内容を表す現在完了形の一文に）

(7) That girl is very tall. She is playing tennis over there. （関係代名詞を用いて一文に）

(8) He understood her speech well. （受動態に）
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６ 以下の文章は２人の中学生の会話です。読んで、あとの問に答えなさい。

A: What are you doing now?

B: I'm making the School News for the next month.

A: ①

B: We held a school festival in June. So I will write about it.

A: We had many kinds of ② performances at the festival. I liked the dance club best. They danced under

the theme of the nature. I was moved by their performances.*1

B: I liked it, too. Their performance was excellent. And I liked the drama club.

A: Their drama "Our Future" was touching. ③ I want to know how they created their stages.*2

B: I will ask the captains of these two clubs and write an article.*3

A: The captain of the dance club is my older sister. I will introduce you ( ④ ) her.

B: Thank you very much. Why did she select the theme "the nature"?

A: ⑤ She has been interested in the nature since she was a little child. She likes to go to the ⑥ mountains

to see the trees and animals. And she wants to enter the university to study the nature in the future.

B: I learned that her image of the nature ⑦( ) ( ) her experiences. I will have a wonderful time

with her.

theme テーマ touching 感動的な article 記事*1 *2 *3

(1) ①にもっとも適するものを次の中から一つ選び記号で答えなさい。
ｱ When did you make it?
ｲ How long have you made it?
ｳ What is the topic for July?

(2) ② per-for-mance とアクセントの位置が同じ語を次の中から一つ選び記号で答えなさい。
ｱ In-ter-net ｲ im-por-tant ｳ tel-e-phone

(3) ③の英文を日本語に直しなさい。
(4) ④に入る適切な前置詞を次の中から一つ選び記号で答えなさい。

ｱ from ｲ about ｳ to
(5) ⑤の英文を日本語に直しなさい。
(6) ⑥ mountain と下線部の発音が同じ語を次の中から一つ選び記号で答えなさい。

ｱ training ｲ curtain ｳ paint
(7) ⑦が「～に由来する」という意味になるように空欄にそれぞれ適切な一語を入れなさ

い。ただし、動詞は適切な時制に直してから入れること。
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７ 次の手紙を読んで、あとの問に答えなさい。

Dear Kyoko,

Thank you for your letter. Your letter about Japanese history was very interesting. ① I was surprised

when I knew about Japanese long history. It has a history for about 2000 years. Our country America is a

young country. ② It became an independent country in 1776. ③ In 1776, there were only thirteen states in*1

America. Today we have fifty states. The newest state is Hawaii. It became an American state in 1957.

I will write a story about the history of American Continent. Perhaps you think ( ④ ) was the first*2

European who reached American Continent in 1492. But a remains of Viking was found in Canada in*3 *4

1960. It shows Viking reached American Continent about one thousand years ago. ⑤ This was five hundred

years before he reached America. Do you know this story?

⑥ I'm looking forward to your next letter. If possible, I want to know about Japanese kimono. Kimono

has a long history. I saw a woman ⑦( wear ) kimono in a Japanese old painting. It was colorful and very

beautiful. I'd like to wear kimono ⑧( ) ( ). Do you have any kimono? If you have, please tell

me about it.

Sincerely yours,

Margaret Smith

注 independent 独立した Continent 大陸 remains 遺跡 Viking ヴァイキング*1 *2 *3 *4

(1) ①の英文を日本語に直しなさい。

(2) ②の It が指す言葉を本文中から３語で抜き出しなさい。

(3) ③の英文を日本語に直しなさい。

(4) 本文の内容から④に入る歴史上の人名をカタカナで答えなさい。

(5) ⑤の This が指す内容を日本語で具体的に説明しなさい。

(6) ⑥の英文を日本語に直しなさい。

(7) ⑦ wear を適切な形に直しなさい。

(8) ⑧が「いつの日か」という意味になるように空欄にそれぞれ適切な一語を入れなさい。
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一

次
の
─
線
部
の
漢
字
を
ひ
ら
が
な
に
、
カ
タ
カ
ナ
を
漢
字
に
直
し
な
さ
い
。

①
道
端
に
花
が
咲
い
て
い
る
。

②
丹
精
し
て
植
木
を
育
て
る
。

③
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越
え
る
。

④
街
路
樹
に
落
雷
す
る
。

⑤
飼
い
犬
と
戯
れ
る
。

⑥
前
回
と
は
シ
ュ
コ
ウ
を
変
え
る
。

⑦
ゲ
ン
コ
ウ
の
締
め
切
り
を
守
る
。

⑧
メ
イ
ヨ
あ
る
賞
を
い
た
だ
い
た
。

⑨
コ
ダ
イ
な
広
告
を
禁
止
す
る
。

⑩
釣
り
糸
が
カ
ラ
ま
る
。
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二

次
の
問
に
そ
れ
ぞ
れ
答
え
な
さ
い
。

問
一

次
の
文
章
の
―
線
部
Ａ
～
Ｃ
の
品
詞
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
後
の

語
群
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

班
長
は
、
ボ
ー
ル
と
ゼ
ッ
ケ
ン
を
、
体
育
倉
庫
に
す
ぐ
戻
す
こ
と
。

Ａ

Ｂ

Ｃ

語
群

ア

名
詞

イ

助
動
詞

ウ

助
詞

エ

連
体
詞

オ

副
詞

問
二

次
の
文
章
の
―
線
部
の
活
用
の
種
類
と
し
て
正
し
い
も
の
を
、
後
か

ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

妹
は
昼
過
ぎ
に
、
部
屋
の
掃
除
を
始
め
た
。

ア

カ
行
変
格
活
用

イ

マ
行
下
二
段
活
用

ウ

ザ
行
上
二
段
活
用

エ

マ
行
四
段
活
用

問
三

「
あ
っ
て
も
無
用
な
も
の
の
例
え
」
と
い
う
意
味
の
こ
と
わ
ざ
を
、

次
の
中
か
ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

泥
棒
を
捕
ら
え
て
縄
を
な
う

イ

棚
か
ら
ぼ
た
餅

ウ

月
夜
に
提
灯

エ

怪
我
の
功
名

問
四

次
の
空
欄
Ａ
・
Ｂ
そ
れ
ぞ
れ
に
漢
数
字
を
補
い
、「
あ
ら
ゆ
る
方
向
」

を
表
す
四
字
熟
語
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

「
（
Ａ
）
方
（
Ｂ
）
方
」

問
五

「
井
の
中
の
（

）
」
の
（

）
に
当
て
は
ま
る
漢
字
一
字
を
答
え
、

慣
用
句
を
完
成
さ
せ
な
さ
い
。

問
六

尊
敬
語
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

お
持
ち
す
る

イ

い
ら
っ
し
ゃ
る

ウ

拝
見
す
る

エ

申
し
上
げ
る

問
七

『
源
氏
物
語
』
の
作
者
の
名
前
を
漢
字
で
答
え
な
さ
い
。

問
八

樋
口
一
葉
の
作
品
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

『
つ
め
た
い
よ
る
に
』

イ

『
や
ま
な
し
』

ウ

『
ト
ロ
ッ
コ
』

エ

『
た
け
く
ら
べ
』
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三

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

《
あ
ら
す
じ
》

少
年
は
同
級
生
と
野
球
チ
ー
ム
「
フ
ァ
ル
コ
ン
ズ
」
を
結
成
し
た
。
監

督
は
新
聞
専
売
所
の
主
人
に
頼
ん
だ
。
少
年
と
本
田
は
、
刑
務
所
横
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
で
、
毎
朝
練
習
に
励
む
。
あ
る
日
リ
ト
ル
リ
ー
グ
に
入
っ
て
い

る
伊
藤
や
青
木
、
弓
場
た
ち
と
秘
密
の
試
合
を
す
る
も
、
敗
れ
た
。

少
年
は
、
原
っ
ぱ
と
刑
務
所
と
の
境
界
に
あ
る
灰
色
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塀
に
、

チ
ョ
ー
ク
石
で
縦
に
長
い
長
方
形
を
書
く
。

横
は
、
約
四
十
三
セ
ン
チ
。
少
年
は
右
手
の
親
指
と
人
差
し
指
で
四
つ
分
の

尺
を
取
る
。
そ
れ
は
、
野
球
の
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と
同
じ
だ
け
の
幅
だ
。

縦
は
、
自
分
で
自
然
に
バ
ッ
ト
を
構
え
る
姿
勢
を
取
っ
て
、
脇
の
下
の
高

わ
き

さ
と
膝

頭
の
上
の
高
さ
に
印
を
付
け
て
線
で
結
ぶ
。
そ
れ
が
、
高
低
の
ス
ト

ひ
ざ
が
し
ら

ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
だ
。

は
じ
め
に
、
ご
く
近
い
と
こ
ろ
か
ら
、
ゆ
っ
く
り
投
げ
て
肩
な
ら
し
を
す
る
。

壁
を
相
手
に
、
一
人
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
だ
。
慌
て
ず
に
、
少
し
ず
つ
距
離
を

延
ば
し
て
い
く
。

こ
の
と
こ
ろ
少
年
は
、
学
校
が
終
わ
る
と
、
友
達
の
遊
び
の
誘
い
も
断
っ
て
、

家
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
放
り
投
げ
て
は
、
代
り
に
グ
ロ
ー
ブ
と
ボ
ー
ル
を
持
っ
て
、

こ
の
場
所
へ
急
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。

Ａ

（
ａ
）
白
い
長
方
形
の
内
側
に
は
、
い
つ
も
バ
ッ
テ
リ
ー
を
組
む
本
田
の
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
が
あ
る
、
と
少
年
は
想
う
よ
う
に
し
た
。（
ｂ
）
本
田
は
、

お
も

元
プ
ロ
野
球
の
大
洋
ホ
エ
ー
ル
ズ
の
選
手
だ
っ
た
叔
父
さ
ん
が
い
て
、
そ
の
野

球
セ
ン
ス
は
ず
ば
抜
け
て
い
た
。
（
ｃ
）

本
田
の
大
き
な
構
え
の
的
は
と
て
も
投
げ
や
す
か
っ
た
。
（
ｄ
）
い
つ
も
ミ

ッ
ト
の
真
ん
中
で
い
い
音
を
立
て
て
捕
球
し
て
く
れ
る
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
気
分

が
乗
っ
た
。
（
ｅ
）
（
中
略
）

少
年
は
、
段
々
と
投
げ
る
ボ
ー
ル
の
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
い
く
。

十
球
続
け
て
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
に
入
る
と
、
一
歩
ず
つ
後
に
下
が
っ
て
距

離
を
延
ば
す
。
た
と
え
九
球
ス
ト
ラ
イ
ク
が
続
い
て
も
、
十
球
目
が
ゾ
ー
ン
を

外
れ
た
ら
、
同
じ
場
所
で
や
り
な
お
し
だ
。
そ
う
し
て
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
付

け
る
。

「
肘
を
肩
よ
り
も
高
い
と
こ
ろ
ま
で
振
り
上
げ
て
、
指
先
を
出
来
る
だ
け
真

ひ
じ

下
へ
振
り
お
ろ
す
感
じ
で
投
げ
る
ん
だ
」

「
も
っ
と
腕
の
振
り
を
大
き
く
」

「
腕
全
体
を
軟
ら
か
く
し
な
る
よ
う
に
使
え
」

そ
う
監
督
に
教
え
ら
れ
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
に
な
る
よ
う
に
心
が
け
な

Ｂ
が
ら
。

刑
務
所
の
灰
色
の
壁
に
跳
ね
返
さ
れ
た
ボ
ー
ル
は
、
地
面
の
で
こ
ぼ
こ
に
応

じ
て
転
が
っ
た
り
弾
ん
だ
り
す
る
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
、
身
体
を
う
ご
か
し
、
グ
ロ
ー
ブ
を
差
し
出
し
て
、
ゴ
ロ

や
バ
ウ
ン
ド
を
取
る
練
習
も
兼
ね
る
。

「
ピ
ッ
チ
ャ
ー
は
五
人
目
の
内
野
手
だ
か
ら
守
備
も
う
ま
く
な
ら
な
く
ち
ゃ
い

け
な
い
ん
だ
」

と
、
よ
く
監
督
は
い
っ
た
。

少
年
は
、
い
よ
い
よ
壁
か
ら
お
よ
そ
十
六
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
ま
で
下

が
る
こ
と
に
す
る
。
そ
れ
は
、
少
年
野
球
の
ピ
ッ
チ
ャ
ー
と
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
と

の
距
離
だ
。
少
年
は
歩
幅
が
五
十
セ
ン
チ
に
な
る
よ
う
な
歩
き
方
を
身
に
つ
け

て
い
る
。
大

股
で
三
十
二
歩
歩
く
。

お
お
ま
た

そ
こ
に
、
六
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
線
を
土
に
足
で
書
く
。
は
じ
め
は
爪

先
で
、

つ
ま
さ
き

次
に

踵

で
深
く
彫
り
付
け
る
。
そ
れ
が
、
ピ
ッ
チ
ャ
ー
ズ
プ
レ
ー
ト
の
代
わ

か
か
と

Ｃ

り
だ
。

そ
れ
か
ら
、
ズ
ッ
ク
靴
五
足
分
だ
け
前
の
と
こ
ろ
に
も
、
線
を
引
く
。
そ
れ

注
１

は
さ
っ
と
ひ
と
刷
け
、
爪
先
だ
け
で
。

は

投
げ
る
と
き
に
踏
み
出
し
た
足
を
一
定
に
す
る
こ
と
が
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を

付
け
る
コ
ツ
だ
と
監
督
に
教
え
ら
れ
た
。
だ
か
ら
、
そ
の
た
め
の
目
安
だ
。

少
年
は
、
全
力
投
球
を
始
め
る
。
投
げ
る
と
き
に
、
「
エ
イ
ッ
」
と
自
然
に

声
が
出
た
。
投
げ
終
わ
る
ま
で
、
十
六
メ
ー
ト
ル
先
の
目
標
の
長
方
形
の
的
か
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ら
目
を
離
さ
な
い
よ
う
心
が
け
る
。

「
や
っ
ぱ
り
カ
ー
ブ
を
覚
え
な
け
れ
ば
、
勝
て
な
い
」

注
２

と
少
年
は

Ｄ

を
嚙
む
。

か

監
督
か
ら
は
、
変
化
球
を
覚
え
る
こ
と
を
禁
じ
ら
れ
て
い
た
。
あ
ま
り
早
い

う
ち
か
ら
変
化
球
を
投
げ
続
け
る
と
、
肘
や
肩
を
こ
わ
す
心
配
が
あ
る
た
め
だ

っ
た
。
（
中
略
）

「
ひ
ょ
ろ
ひ
ょ
ろ
球
」

と
一
と
月
前
の
試
合
の
時
に
、
相
手
か
ら
飛
ば
さ
れ
た

Ｅ

を
少
年
は
思

い
出
す
。
あ
れ
か
ら
、
そ
れ
を
思
い
出
す
た
び
に
少
年
は
、
悔
し
さ
で
一
杯
に

な
っ
た
。
だ
か
ら
、
風
呂
の
中
で
ゴ
ム
毬
を
握
っ
て
握
力
を
鍛
え
た
り
、
ス

ふ

ろ

ま
り

ナ
ッ
プ
運
動
を
し
て
き
た
。
だ
が
、
瘦
せ
て
い
る
体
つ
き
の
せ
い
か
、
と
う
て

や

い
弓
場
の
よ
う
な
速
球
は
投
げ
ら
れ
な
か
っ
た
。

少
年
は
、
『
野
球
入
門
』
と
い
う
本
で
読
ん
だ
カ
ー
ブ
の
投
げ
方
を
試
し
て

み
る
こ
と
を
決
心
す
る
。
（
中
略
）

リ
ト
ル
リ
ー
グ
の
選
手
た
ち
と
の
再
戦
が
行
わ
れ
た
。

少
年
は
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
付
く
よ
う
に
練
習
し
た
カ
ー
ブ
を
駆
使
し
た
。

カ
ー
ブ
は
、
打
者
に
ぶ
つ
か
る
と
思
う
と
、
ス
ト
ン
と
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン

の
方
に
曲
が
っ
て
、
本
田
の
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
ミ
ッ
ト
に
納
ま
っ
た
。

バ
ッ
タ
ー
の
腰
が
引
け
た
と
こ
ろ
に
、
今
度
は
外
角
に
直
球
を
投
げ
る
。
す

る
と
、
面
白
い
よ
う
に
三
振
が
取
れ
た
。

「
カ
ー
ブ
を
投
げ
る
な
ん
て
き
た
ね
え
」

と
相
手
チ
ー
ム
か
ら
野
次
が
飛
ん
だ
。

三
振
を
取
る
た
び
に
、
チ
ー
ム
メ
イ
ト
た
ち
が
、

「
す
げ
え
、
ナ
イ
ス
ピ
ッ
チ
ン
グ
」

と
興
奮
し
て
駆
け
寄
っ
た
。

だ
が
、
少
年
に
は
、
直
球
で
真
っ
向
か
ら
勝
負
し
て
三
振
を
取
っ
た
と
き
の

よ
う
な

Ｆ

は
な
か
っ
た
。

（
佐
伯
一
麦
『
あ
ん
ち
ゃ
ん
、
お
や
す
み
』
新
潮
社
よ
り
）

注
１

ズ
ッ
ク
靴

麻
や
木
綿
の
糸
で
織
っ
た
厚
地
の
布
で
作
ら
れ
た
靴
。

注
２

カ
ー
ブ

相
手
の
手
元
で
急
速
に
曲
が
る
ボ
ー
ル
。

問
一

―
線
部
Ａ
「
こ
の
場
所
」
と
あ
る
が
、
何
が
あ
る
と
こ
ろ
を
指
す
か
。

書
か
れ
て
い
る
部
分
を
本
文
中
よ
り
二
十
五
字
前
後
で
探
し
、
初
め
と

終
わ
り
の
三
字
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。

問
二

次
の
文
章
は
本
文
の
ど
こ
に
入
る
か
。
（
ａ
）
～
（
ｅ
）
よ
り
当
て
は

ま
る
箇
所
を
探
し
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

試
合
中
は
い
つ
も
大
声
を
出
し
て
ナ
イ
ン
の
士
気
を
高
め
、
ピ
ン
チ
に
な

っ
た
と
き
も
、
マ
ウ
ン
ド
に
駆
け
寄
っ
て
き
て
は
、
少
年
の
気
持
ち
を
落
ち

着
か
せ
た
。

問
三

―
線
部
Ｂ
「
そ
う
監
督
に
教
え
ら
れ
た
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
に
な
る

よ
う
に
心
が
け
な
が
ら
」
に
用
い
ら
れ
て
い
る
表
現
技
法
を
、
次
の
中

か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

反
復
法

イ

倒
置
法

ウ

擬
人
法

エ

対
句
法

問
四

―
線
部
Ｃ
「
そ
れ
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
か
。
本
文

中
の
言
葉
を
用
い
、
三
十
一
字
以
上
三
十
六
字
以
内
の
一
文
で
答
え
な

さ
い
。
「
壁
」
を
用
い
る
こ
と
。



- 5 -

問
五

Ｄ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
漢
字
一
文
字
で
答
え
な
さ
い
。

問
六

Ｅ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
本
文
中
よ
り
一
語
で
探
し
抜
き
出

し
て
答
え
な
さ
い
。

問
七

Ｆ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア

安
心
感

イ

優
越
感

ウ

使
命
感

エ

充
実
感

問
八

こ
の
文
章
の
内
容
に
当
て
は
ま
る
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記

号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

少
年
は
本
田
と
共
に
カ
ー
ブ
を
投
げ
る
練
習
を
重
ね
、
リ
ト
ル
リ
ー
グ

の
選
手
た
ち
か
ら
多
く
の
三
振
を
奪
い
、
仲
間
に
ピ
ッ
チ
ン
グ
を
ほ
め

ら
れ
た
。

イ

少
年
は
一
人
で
こ
つ
こ
つ
と
投
球
練
習
を
重
ね
、
た
ま
た
ま
投
げ
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
カ
ー
ブ
で
三
振
を
取
る
が
、
相
手
チ
ー
ム
に
批
判
さ

れ
る
。

ウ

少
年
は
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
つ
け
る
た
め
一
人
で
地
道
に
投
球
練
習
を
続

け
、
再
戦
で
カ
ー
ブ
を
使
っ
て
相
手
の
攻
撃
を
抑
え
、
仲
間
た
ち
に
喜

ば
れ
る
。

エ

少
年
は
監
督
の
教
え
に
忠
実
に
練
習
し
て
き
た
が
、
禁
じ
ら
れ
て
い
た

カ
ー
ブ
を
試
合
で
投
げ
て
し
ま
い
、
後
悔
と
謝
罪
を
口
に
で
き
な
い
で

い
る
。
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四

次
の
文
章
を
読
み
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

明
治
以
降
、
日
本
が
政
府
に
よ
っ
て
統
一
さ
れ
て
以
来
、
共
通
語
と
い
う
も

の
が
ど
う
し
て
も
必
要
に
な
っ
た
。
ど
こ
の
地
方
に
行
っ
て
も
通
じ
る
言
葉
を

普
及
さ
せ
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
文
部
省
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
な
ど
で
非
常
に
力
を
そ
そ

注
１

い
だ
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
れ
が
あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
に
普
及
し
た
と
い
う

Ａ

こ
と
は
、
世
界
で
も
非
常
に
注
目
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

方
言
の
違
い
が
非
常
に
激
し
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
は
ど
こ
へ
行
っ
て

も
共
通
語
が
通
じ
る
。
私
は
方
言
を
研
究
し
て
は
い
る
が
、
実
際
農
村
や
漁
村

で
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
は
、
聞
い
て
も
わ
か
ら
な
い
も
の
が
多
い
。
と
こ
ろ
が

そ
の
土
地
の
人
は
よ
そ
の
地
方
か
ら
来
た
人
だ
と
思
え
ば
、
共
通
語
で
話
し
て

く
だ
さ
る
。
し
か
し
東
京
の
人
間
に
は
こ
う
い
う
真
似
は
で
き
な
い
。
東
京
の

言
葉
が
共
通
語
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
ほ
か
の
地
方
の
言
葉
を
使
お
う
と
は

し
な
い
。
ち
ょ
う
ど
ア
メ
リ
カ
人
が
英
語
が
ど
こ
に
行
っ
て
も
通
じ
る
の
で
、

ほ
か
の
国
の
言
葉
を
覚
え
よ
う
と
し
な
い
の
と
似
て
い
る
。

Ｂ

東
京
以
外

の
地
方
は
す
べ
て
自
分
の
方
言
と
共
通
語
と
、
両
方
使
い
分
け
て
い
る
。
こ
れ

は
実
に
大
し
た
も
の
で
あ
る
。

日
本
で
は
、
共
通
語
と
方
言
の
違
い
が
相
当
激
し
い
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

あ
た
り
へ
行
く
と
、
ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
の
違
い
は
、
青
森
県
の
言

葉
と
福
島
県
の
言
葉
ぐ
ら
い
の
違
い
し
か
な
い
。
そ
れ
で
も

Ｃ

と
し
た
二

つ
の
国
語
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
聞
く
と
ス
ペ
イ
ン
語
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
が
話
せ

る
な
ん
て
い
う
の
は
、
何
か
非
常
に
偉
い
よ
う
な
気
が
す
る
。
し
か
し
本
当
は
、

青
森
県
の
言
葉
と
共
通
語
が
話
せ
る
と
い
う
こ
と
は
、
も
っ
と
違
っ
た
言
葉
を

使
い
分
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
よ
く
日
本
人
は
語
学
が
下
手

だ
と
言
わ
れ
る
が
、
こ
れ
は
大
間
違
い
で
、
日
本
人
の
方
が
語
学
の
天
才
か
も

し
れ
な
い
。

さ
て
日
本
語
の
未
来
と
い
う
こ
と
を
考
え
る
と
、
共
通
語
が
ど
ん
ど
ん
普
及

し
て
い
く
の
は
け
っ
こ
う
な
こ
と
か
も
し
れ
な
い
が
、
困
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

今
後
は
方
言
が
ど
ん
ど
ん
衰
退
し
て
い
っ
て
し
ま
い
そ
う
だ
か
ら
だ
。
共
通
語

と
い
う
も
の
が
方
言
を
放
逐
し
て
し
ま
っ
て
、
我
々
の
話
す
言
葉
が
共
通
語
だ

Ｄ

け
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
、
果
た
し
て
い
い
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は

大
い
に
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
と
い
う
の
は
、
共
通
語
に
は
い
ろ
い
ろ
な

問
題
が
あ
る
か
ら
だ
。
共
通
語
と
い
う
も
の
は
、
大
体
東
京
の
言
葉
が
基
本
に

な
っ
て
い
る
。
東
京
の
言
葉
が
万
能
な
ら
ば
文
句
は
な
い
の
だ
が
、
そ
う
と
も

言
え
な
い
。
東
京
の
言
葉
と
い
う
の
は
、
東
京
と
い
う
都
会
に
住
ん
で
い
る
人

間
の
間
に
生
ま
れ
た
言
葉
で
あ
る
た
め
に
、
ど
う
し
て
も
き
め
細
か
い
表
現
が

Ｅ

足
り
な
い
の
で
あ
る
。

日
本
中
で
雪
が
最
も
降
る
と
言
わ
れ
る
新
潟
県
へ
行
く
と
、
雪
に
関
す
る
語

注
２

彙
が
非
常
に
発
達
し
て
い
る
。
ま
ず
、
秋
、
高
い
山
の
上
に
雪
が
降
る
。
こ
れ

を
ダ
ケ
マ
ワ
リ
と
言
う
。
次
に
、
平
地
に
も
、
だ
ん
だ
ん
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

雪
が
降
っ
て
く
る
。
そ
の
中
で
灰
の
よ
う
な
の
は
コ
ナ
ヨ
キ
、
そ
れ
か
ら
水
分

を
よ
け
い
に
帯
び
た
の
は
ミ
ズ
ヨ
キ
、
大
き
な
の
が
ジ
ャ
リ
ヨ
キ
、
綿
の
よ
う

な
の
が
ワ
タ
ヨ
キ
、
ね
ば
っ
こ
い
か
ど
う
か
は
知
ら
な
い
が
モ
チ
ヨ
キ
と
言
わ

れ
る
も
の
も
あ
る
。
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
雪
が
降
る
が
、
そ
れ
に
み
ん
な
名
前

が
つ
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
見
事
だ
。
新
潟
県
下
の
人
は
、
冬
に
な
る
と
毎
日
振

り
方
の
違
っ
た
雪
を
見
て
、
こ
の
雪
は
当
分
降
り
続
く
で
あ
ろ
う
と
か
、
す
ぐ

に
と
け
る
で
あ
ろ
う
と
か
、
経
験
で
推
量
す
る
。
だ
か
ら
そ
う
い
っ
た
も
の
の

一
つ
一
つ
に
名
前
が
必
要
に
な
る
。

Ｆ

そ
こ
で
、
棚
木
を
は
ず
し
て
燃
や
し
て
し
ま
う
と
こ
ろ
か
ら
こ
の
名

前
が
つ
け
ら
れ
た
の
だ
そ
う
だ
。

雪
の
生
活
が
非
常
に
長
い
地
方
で
は
、
雪
の
降
り
方
を
見
て
、
一
つ
一
つ
い

ろ
い
ろ
な
名
前
を
つ
け
て
い
る
。
こ
う
い
っ
た
言
葉
は
そ
の
地
方
に
な
く
て
は

な
ら
な
い
も
の
で
あ
り
、
い
く
ら
共
通
語
が
盛
ん
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ
て
、

こ
れ
を
な
く
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
た
な
く
し
て
は
い
け
な
い
貴

重
な
言
葉
で
あ
る
。

南
の
方
に
行
く
と
、
例
え
ば
鹿
児
島
県
あ
た
り
は
、
カ
ツ
オ
の
漁
が
盛
ん
な

の
で
カ
ツ
オ
に
い
ろ
い
ろ
な
名
前
が
つ
い
て
い
る
。
昔
、
渋

沢

敬

三
氏
と
い

し
ぶ
さ
わ
け
い
ぞ
う

う
実
業
家
が
『
日
本
魚
名
の
研
究
』
と
い
う
魚
の
名
前
に
つ
い
て
の
本
を
書
い

て
い
る
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
鹿
児
島
県
で
は
カ
ツ
オ
と
い
う
も
の
に
つ
い
て
、
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い
ろ
い
ろ
細
か
い
分
析
を
し
て
い
て
、
目
方
が
三
斤
以
下
の
も
の
を
ガ
ラ
、
五

・
五
斤
以
下
の
も
の
を
シ
ョ
ウ
バ
ン
、
八
斤
以
下
の
も
の
を
チ
ュ
ウ
バ
ン
、
一

〇
斤
以
下
の
も
の
を
ダ
イ
バ
ン
、
一
二
斤
以
下
を
ト
ビ
ダ
イ
、
一
二
斤
以
上
の

も
の
を
ト
ビ
ト
ビ
ダ
イ
と
呼
ぶ
。
カ
ツ
オ
に
つ
い
て
こ
れ
だ
け
名
前
が
つ
い
て

い
る
と
い
う
こ
と
は
、
カ
ツ
オ
と
い
う
魚
が
、
そ
の
場
所
に
生
活
し
て
い
る
人

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な
た
め
で
あ
ろ
う
。

日
本
で
は
植
物
同
様
、
魚
に
関
す
る
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
。
よ
く
あ
る
の
は

Ｇ
成
長
過
程
に
応
じ
て
名
前
が
違
っ
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。
ブ
リ
は
小
さ
い
と
き

に
は
ワ
ラ
サ
と
か
イ
ナ
ダ
と
か
言
う
。
こ
れ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
だ
と
、
家
畜
が
生

活
に
非
常
に
重
要
な
関
係
を
持
っ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
、
牛
な
ん
て
い
う
こ

と
を
簡
単
に
は
言
わ
な
い
。
子
供
の
牛
は
別
に
カ
ー
フ
と
言
っ
て
み
た
り
、
親

の
牛
で
も
牡
の
牛
、
牝
の
牛
に
従
っ
て
、
オ
ッ
ク
ス
と
言
っ
た
り
、
カ
ウ
と

お
す

め
す

言
っ
た
り
、
名
前
が
違
う
。
あ
る
い
は
牛
の
肉
も
、
こ
れ
が
体
の
う
ち
の
ど
こ

の
部
分
の
肉
で
あ
る
か
に
よ
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
名
前
が
つ
い
て
い
る
。
こ
の
よ

う
に
向
こ
う
で
は
牛
あ
る
い
は
牛
肉
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
非
常
に
関
心

が
深
い
。
同
様
に
日
本
人
は
魚
に
関
し
て
非
常
に
関
心
が
深
い
わ
け
で
あ
る
。

こ
う
い
う
こ
と
か
ら
東
京
と
い
う
都
会
に
発
達
し
た
言
葉
だ
け
で
は
、
東
京

以
外
の
人
の
生
活
を
言
い
表
す
た
め
の
言
葉
は
当
然
足
り
な
く
な
っ
て
し
ま

う
。
共
通
語
と
い
う
も
の
は
も
っ
と
も
っ
と
方
言
か
ら
栄
養
分
を
取
り
入
れ
て
、

豊
か
な
も
の
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

（
金
田
一
春
彦
『
美
し
い
日
本
語
』
Ｋ
Ａ
Ｄ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
よ
り
）

注
１

文
部
省

現
在
の
文
部
科
学
省
の
こ
と
。

注
２

語
彙

使
用
す
る
語
の
総
体
。
ボ
キ
ャ
ブ
ラ
リ
ー
。

問
一

―
線
部
Ａ
「
そ
れ
」
と
あ
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
指
す
か
。
本
文

中
の
言
葉
を
用
い
、
十
五
字
以
上
二
十
字
以
内
の
一
文
で
答
え
な
さ
い
。

「
日
本
」
で
書
き
出
し
、
「
語
」
で
結
ぶ
こ
と
。

問
二

Ｂ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
次
の
中
か
ら
一
つ
選
び
記
号
で
答

え
な
さ
い
。

ア

そ
れ
で

イ

し
か
し

ウ

お
よ
び

エ

た
だ
し

問
三

Ｃ

に
当
て
は
ま
る
言
葉
を
、
ひ
ら
が
な
三
字
で
答
え
な
さ
い
。

問
四

―
線
部
Ｄ
「
放
逐
」
の
意
味
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か

ら
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

追
放
す
る

イ

解
放
す
る

ウ

放
生
す
る

エ

放
置
す
る

問
五

―
線
部
Ｅ
「
き
め
細
か
い
表
現
」
と
は
ど
の
よ
う
な
言
葉
の
こ
と
か
。

書
か
れ
て
い
る
部
分
を
本
文
中
よ
り
二
十
字
以
内
で
探
し
、
初
め
と
終

わ
り
の
三
字
を
そ
れ
ぞ
れ
抜
き
出
し
て
答
え
な
さ
い
。
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問
六

Ｆ

に
は
次
の
四
つ
の
文
章
が
入
る
。
入
る
順
番
を
記
号
で
答
え

な
さ
い
。

ア

な
か
に
は
「
棚
木
ハ
ズ
シ
」
と
い
う
の
が
あ
る
。

イ

こ
れ
が
、
も
っ
と
寒
く
な
る
と
、
な
か
な
か
降
り
や
ま
な
い
、
と
け
に

く
い
雪
が
降
っ
て
く
る
。

ウ

と
け
に
く
い
雪
が
降
り
出
す
と
当
分
外
へ
出
ら
れ
な
い
の
で
、
燃
料
が

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。

エ

棚
木
と
い
う
の
は
も
の
を
載
せ
る
た
め
の
棚
に
使
わ
れ
て
い
る
木
の
こ

と
だ
そ
う
だ
。

問
七

―
線
部
Ｇ
「
日
本
で
は
植
物
同
様
、
魚
に
関
す
る
語
彙
が
豊
富
で
あ
る
」

と
あ
る
が
、
な
ぜ
か
。
三
十
字
以
上
三
十
五
字
以
内
の
一
文
で
答
え
な

さ
い
。
「
魚
」
で
書
き
出
し
、
「
日
本
人
」
・
「
関
心
」
を
用
い
る
こ
と
。

問
八

こ
の
文
章
の
小
見
出
し
と
し
て
最
も
適
当
な
も
の
を
、
次
の
中
か
ら
一

つ
選
び
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア

東
京
方
言
と
言
わ
れ
る
も
の

イ

造
語
が
得
意
な
日
本
人

ウ

も
し
方
言
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら

エ

日
本
人
の
心
を
動
か
す
言
葉



令和４年度　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　日本音楽高等学校

入学者選抜試験問題

数　学

実施　令和４年２月１０日（木）（１回目）

注　意　事　項

　　　　　　　　１　監�督�者�の�合�図�が�あ�る�ま�で�問�題�冊�子�を�開�か�な�い�で�く�だ�さ�い�。

　　　　　　　　２　解�答�用�紙�は�問�題�用�紙�の�間�に�は�さ�ん�で�あ�り�ま�す�。

　　　　　　　　３　試�験�時�間�は�５０�分�で�す�。

　　　　　　　　４　解�答�は�，�全�て�解�答�用�紙�に�記�入�し�て�く�だ�さ�い�。

　　　　　　　　５　問�題�用�紙�も�回�収�し�ま�す�の�で�，�コ�ー�ス�����受�験�番�号�����氏�名�を�記�入�し�て�く�だ�さ�い�。

　　　　　　　　６　問�題�は�������か�ら��������ま�で�で�，�１�ペ�ー�ジ�か�ら�４�ペ�ー�ジ�に�印�刷�し�て�あ�り�ま�す�。

　　　　　　　　７　答�え�が�分�数�に�な�る�場�合�は�，�出�来�る�だ�け�約�分�を�し�た�既�約�分�数�で�答�え�て�く�だ�さ�い�。

　　　　　　音楽科　　　　　　　　�コース　受験番号�　　　　　　　　氏名�　　　　　　　　　　　　　　　　　



���　次の問に答えなさい。

　��問����　��� � 
�� ����� � 
�� 　を計算しなさい。

　��問����　�
�
�
	� ��

�
�

�
�
�
　を計算しなさい。

　��問����　 ��� �������� �� 　を計算しなさい。

　��問����　��次不等式　�[��!�[���　の解で最も大きい整数を答えなさい。

　��問����　下の□に入る適切な値を答えなさい。

　　　　　　�������� 
�  ��

　��問����　
�

� 
�� �DE �F �� �
� 

�D E 　を計算しなさい。

　��問����　
��[ �

�
�

��[ �

�
　を計算しなさい。

　��問����　 �[ ��[���　を因数分解しなさい。

　��問����　��次方程式　 �
� 
�[ �  [���　を解きなさい。

　��問�����　��桁の正の整数がある。

　　　　　一の位の数と十の位の数を足すと����になり，それぞれの位の数を入れかえてできる数は，

　　　　　はじめの数より����小さくなる。はじめの数を答えなさい。
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���　図のような数直線上の原点�2�に動点�3�がある。���つのサイコロを何回か投げて，規則にしたがって点�3�を
　　��移動させる。次の問に答えなさい。

2

� � � �������

　規則　

　　　　　　　①　偶数の目が出たら正の方向に���進む。

　　　　　　　②　奇数の目が出たら負の方向に���進む。

　��問����　���回目に���の目，���回目に���の目が出たときの点�3�の座標を求めなさい。

　��問����　���回投げて最も正の方向に進んだときの点�3�の座標を求めなさい。

　��問����　���回投げて点�3�の座標が����だったとき偶数，奇数の目はそれぞれ何回出たか答えなさい。
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���　���次関数�\ �D[ �のグラフ上に点�%���&�がある。点�%�と�&�の�[�座標はそれぞれ����と���である。

　　���点�%�と�&�から�[�軸に垂線を引き，�[�軸との交点をそれぞれ�$���'�とする。次の問に答えなさい。

　��問����　四角形�$%&'�の周囲の長さが����であるとき，D�の値を求めなさい。

[�

�\

$

% &

'2

　��問����　��点�$���&�を通る直線の式を求めなさい。

　　　　��また，その直線と���次関数のグラフとの交点のうち�&�と異なる点の座標を求めなさい。
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���　次の問に答えなさい。

　��問����　定規とコンパスを使用して，手順���から���のように平面図形を描いた。以下の問に答えなさい。

　　　　���手順���：��FP�の線分�$%�を引く。

　　　　　　������：コンパスで���FP�の幅をとり，点�$�を中心として半円を描く。

　　　　　　　��：同じ���FP�幅のコンパスで，点�%�を中心として手順���で描いた半円と交わるところに印をつけて

　　　　　　　　���その点を�&�とする。

　　　　　　　��：同じ���FP�幅のコンパスで，点�&�を中心として手順���で描いた半円と交わるところに印をつけて

　　　　　　　　���その点を�'�とする。

　　　　　　　��：%�と�&，&�と�'，'�と�$�をそれぞれ定規で結ぶ。

$ %

���FP�

　　　　���� 
ア　できた図形の名称を答えなさい。

　　　　���� 
イ　��$�と���%�の大きさをそれぞれ求めなさい。

　��問����　半径���FP�の円�2�の直径上に���円�3�と�4�の中心があり，その���円は円�2�の内側で接している。

　　　　���円�3�の半径が���FP�，円�4�の半径が���FP�のとき，斜線部で示される面積を求めなさい。

3 2 4

　��問����　下の図で，��[�と���\�の大きさをそれぞれ求めなさい。ただし，O6P�である。

A

P

\

[

���

���

����
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